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災害発生日時　　　　　　　　　　　　

被 部門 技術部門 雇用形態 正社員

災 年齢 23歳 性別：　男 勤続年数 5ヶ月 経験年数 5ヶ月

者 傷病名

傷病部位

状況概略（写真orイラスト） 　　　　　

災

害

発

生

状

況

災害の型※１） 6切れ、こすれ 作業の形態：定常

起因物： ブリキ板 特記事項

1.人的要因(man)　：　素手で作業を行った。

原

因 2.物に関する要因（machine）　：　ブリキ板のエッジが切れやすい

分

類 3.環境要因（media)　：　

4.管理的要因（management)　：　作業方法に対する教育ができていなかった。

対 ・ブリキ板を取り扱う際には保護手袋を着用することを再周知するとともに、

ブリキ板のエッジで切創する危険があるとの教育を実施した。

策 ・同作業が存在する他職場への横展開を実施。

対策分類※2)
： 1-6教育、　2-6学習伝承

※１）
①から選択

※２）
②から選択（複数可）

技術部内にて塗り板作成のために、

ブリキ板を取り出す際に、左手親指の

腹を切創した。

病名　(切創)

左手母指

日塗工整理№(日塗
工記入）

　　　　　　　　　労働災害状況調査表 

発生会社　事業所  

　2014年8月6日（水）　9時00分　　　天候（晴）　温度（　　　℃）　湿度（　　％）

災害区分 　　　　　不休災害　　　　
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